
團 生物多様1生とは

昆虫から見た北海道の生物多様性

堀 繁久

北海道の昆虫相の特徴と多様性について考 える。特に多様性の高いエリアの構成 と、北海道の昆虫

相の多様性 を減少 させている要因について、生息地の環境変化、舗装道路の整備、薬剤の影響、そし

て外来種の影響等について個々の事例を含めて紹介する。

難 北海道の融 相
L1昆 虫か ら見たブラキス トン線

北 海道 の昆 虫相 に は どん な特徴 が あ るのだ ろ

う。脊椎動物 のブ ラキス トン線 注1)のように、津軽

海 峡が分布境界線 になってい るのだろ うか?セ

ミ、チ ョウ、 トンボ、 クワガタムシな ど、身近 に

飛び回っている一般的な昆虫 を見 てみる と、青森

と函館 ではそれ ほ ど大 きな差 は見 られない(堀,

2007a)。 しか し、移動能力の低 い昆虫 を見 てみ る

と、結構大 きく異 なってい る部分が見 えて くる。

本州北端 まで分布 してい る昆虫には、 ホソアカガ

ネオサムシ、 ゲンジボタル、 トウホク ヒメハナ カ

ミキ リ、 コブヤハズ カ ミキ リ、オオル リハ ムシ、

クロマルハ ナバ チなどがあ り、北海道 には分布 し

ていない。逆 に、北海道で見 られるオオル リオサ

ム シ(図1)、 アイヌキ ンオサム シ、エ ゾカ ミキ リ、

アイヌ ヨモギハム シ、 ワタナベハ ムシ、ハネナガ

キ リギ リスな どは、本 州以南 には分布 していない。

ナガマルハ ナバチ、 トラマルハ ナバ チ、 コマルハ

ナバ チ、オオマルハナバチな どのマルハナバチ類

やヤママユ、オオ ミズアオ、クスサ ンな どのヤマ

マユガ科 の大型ガ類 な どでは本州以南 と北海道 で

は亜種 を異 にしてい る。移動能力 の低 い昆虫で は、

やは り本州以南 と北海道 では、遺伝子の交流が断

絶 して きた期間が長 かった様子で形態的な違いが

でて きているようであ る。世界的 な広い視 点で見

図1オ オル リオサムシ

てみる と、 日本の中で北海道 は、本州 とのつなが

り以上 に、 ヨー ロッパか ら極東へ かけてのユー ラ

シア大陸 とのつ なが りが、 より強 い地域 とい うこ

とが見 えて くる。

1.2道 内でも南高北低?
一般 に生物の種 数 は緯度 が高 くなるにしたがっ

て減少 して くる。道 内において もその傾 向が見 ら

れ、北海道 に分布 してい るエゾハルゼ ミ、エ ゾゼ

ミ、 コエ ゾゼ ミ、アカエ ゾゼ ミ、 アブラゼ ミ、 ミ

ンミンゼ ミ、 ヒグ ラシ、 ツクツクボウシ、ニイニ

イゼ ミ、エ ゾチ ッチゼ ミ、チ ッチゼ ミの11種 の う

ち、道東や道北な どの寒 い地域 まで広 く分布 して

注1ブ ラキストン線=北 海道 と本州の間に引かれた生物分布境界線。函館で貿易商を営んだ英国の博物学者ブラキス
トンが鳥類の分布をもとに提唱した。
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図2北 海道全域 で見 られ るセ ミ3種 。エゾハルゼ ミ(左=42mm)、

コエゾゼ ミ(中=48mm)、 エ ゾ ゼ ミ(右:60mm)

いるのは、エ ゾハルゼ ミ、 コエ ゾゼ ミ、エ ゾゼ ミ

の3種(図2)で 、場所 に よってはアカエ ゾゼ ミ

とエゾチ ッチゼ ミが分布 している。一方、渡 島半

島にはエゾチ ッチゼ ミを除 く全 ての種が分布 して

お り、恵 山は北海道唯一のチ ッチゼ ミの産地 とし

て知 られている。 その中間の札 幌市 では、 その中

間 くらいの種類数 の声 を聞 くこ とがで きるが、札

幌市 内で も中央 区 と厚別 区で は見 られ るセ ミが

違 っていた りして、 かな りその分布 は限定 されて

いる種 もい る。種数 が少 な く鳴 き声が特徴 的なセ

ミが判 り易い一般例 としたが、北海道内各地 の昆

虫 の生息種数 もこのセ ミに近 い傾 向が ある。つ ま

り、南西部で種類 数が多 くな り、北東部 に行 くほ

ど種数 が減少 して くる。道北 や道東で は生息種類

数 は少 な くなるが、 その代 わ り日本 ではそ こで し

か見 ることのできない寒地系の特徴 的な昆虫 を見

るこ とがで きる。

で は、北海道 で生物多様 性の高いのは道南 だけ

なのだ ろうか?や は り、地 域毎 に その様相 は

違 っていて、道東部 で も知床半島 などで は比較 的

多 くの種類 の昆虫が見 られる。 それ は、狭 いエ リ

アの中に、海岸か ら高山 までの急激 な高低差 をも

つ環境が存在 し、 さらにその中に、湿原や地熱の

高い温泉 な ど様々 な異質 な環境 が箱庭 のように存

在 す るため、生態系の多様性 が高 くなってお り、

それぞれの環境 に適応 した昆虫類 が生息 する こと

に よ り、結 果 的 にその地域 の種 の多様 性 が高 く

なってい るためである。

L3未 解明の昆虫相

北海道の昆虫相の多様性を支えているのは、そ

の島 の広 さ と自然 環境 のバ ラエテ ィー さで あ ろ

う。海岸、草原、湿原、森林 、河川、湖 沼、高山、

島な ど様々 な生息環境 が残 されてお り、 それぞれ

の環境毎 に特有の昆虫が生 息 している。 しか も、

その全容 は未 だ解明 されてお らず、前章でか な り

昆虫相 が判 って きているような ことを書 いたが、

実際 に判 明 しているのはチ ョウや トンボ、 カ ミキ

リム シな ど一部 の大型昆虫 に限 られ、小 さなハエ

やハチな どはまだ名前 のつ いていない種 や未発見

の種が沢山残 されているのが現状であ る。 また、

地 中や空中 など、普段我々 の目につかない環境 に

も様々 な昆虫が活 動 してお り、 そ こにはまだ まだ

未知 の昆虫が暮 らしてい る。 自分 の判 る甲虫類 だ

けで もここ10年 くらいで多数 の新種、新亜種、日

本未記録種が北海道か ら発見 されている。記憶 に

残 ってい る北海道か ら発見 された主な甲虫 を紹介

す る と、湿原環境 か らアナバネ コツブゲ ンゴロウ

(堀,2000)や キタキイロネクイハム シ(図3:堀,

2006)、島や高山帯 か らリシ リノマ ックレイセアカ

オサム シ(lmura,2004)や タカネセス ジアカガネ

オサムシ(Imura,2003)、 海岸か らオオチ シマシ

デムシ(堀,2001)や ウ ミゴ ミハ ネカクシ(Assing

andMaruyama,2002)な ど、道 内各地の様 々な

環境 か ら興味深 い甲虫の発見 が続 いている。空中

を浮遊 するプランク トンの ような小型 の昆虫 を捕

獲 す るため、車 の屋根 に設置 した 目の細か い網で

空気 を漉 し とって サ ンプ リングす る トラック ト

ラップとい う手法 で発見 された体長1.3mmほ ど

のホ リチ ビセスジハ ネカクシ(Watanabe,2004)

な どの微小 甲虫の発見 もあ り、北海 道の昆虫の記

録種数 は今後 も伸び続 ける ことは間違いない。
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図3釧 路湿原達古武沼で発見された

キタキイロネクイハムシ(6mm)

難 融 類の簸 生息地
2.1河 口環境の重要性

あ と、昆虫類で忘れてはな らない生物 多様性 が

局いホ ッ トスポ ッ トがある。 それ は、大 きな河川

の河 口部。 そこは、海 と陸 と川の環境 が出合 う、

まさに生態系のぶつか りあう場所 で、河跡湖や湿

原、草原、河畔林 な ど様 々な特有 のハ ビタ ッ ト(生

息環境)も あわせ もつ場所 であ るとともに、背景

に広 がる広大 な集水域 か ら、多種多様 な昆虫がそ

こに流れ着 く場所で もあ る。

1981年 の8月 に石狩川 河 口周 辺 で洪 水 の時 に

ゴ ミムシ類 を採集 した記録が残 されてい る。 その

記録 を見て みる と、何 とその短期 間の調 査で100

種 を越 え る種類 が確 認 され てい る(松 本 ほか,

1981)。その種数 は北海道 に分布 す るこのグルー プ

の1/3に も及ぶ種数で ある。 その多 くは、石狩 川

の河畔 を中心 とした広大 な集水域か ら流れ着いた

ゴ ミムシである。その中には、何故か洪水の時 に

しか見つか らない ような変わ った種 も含 まれてい

る。勿論、それ らのゴ ミムシは生 きた まま河 口周

辺や海岸 に流れ着 いているので、その多 くは天候

が回復 す るとともに分散 してい くが、一部 はその

周囲の環境 に住 み着 くこ ととな る。大河 の河 口 と

い うのは、利根川河 口の銚子港、天塩川河 口の天

塩港など港 としてコンクリー トで固められて、生

物の生息環境 として全 く機能 しなくなっている所

も多いが、北海道の誇 る石狩川や十勝川の河口部

は、比較的良好な状態で生物の生息環境 として

残ってお り、非常に生物多様性の高いエリアとし

て将来に渡 って保全すべ き環境であると考えられ

る。

2.2昆 虫類の特化 した地域

北海道 内の飛翔能力 を欠 くな どした移動能力の

低 い昆虫 の分布エ リア を見 てみる と、渡島半島、

夕張 山塊、 日高山脈 、増毛 山塊 な どで特化 した固

有種や固有亜種 に分化 した昆虫 をみるこ とがで き

る。 これ らの地域 は、昆虫 のみな らず、植物 な ど

で も固有種 や 固有 の変 種 が存 在 す るエ リアで あ

り、地史的な時間スケールで、 その土地 の生物相

の成立 にかかわる色々 なイベ ン トが過去 に何度 も

繰 り返 された ようだ。 日高山脈 か らヒダカヌレチ

ゴ ミム シ(ZamotajlovandMorita,2001)が 、

夕張山塊 か らアシベ ツヌ レチゴ ミムシ(Morita,

2002)が 新種 として記載 された。 また、近年、襟

裳岬 のセダカオサム シが新亜種 として記載 された

(Imura,2007)。 特 に後翅 の退化 した ゴ ミム シ類 や

ハム シ類 で次々 と新 しい種や亜種 が発見 されて き

ているが、種類 が多 くまだ まだ発見 が続 いてお り、

分類 学的 な結論 や と りま とめ は、今 後 の課 題 と

なってい る。また、近年 のDNAを 利用 した分子系

統(注2)の解析 な どによ り、色々 な ことが判 って き

た。襟裳岬近 くの様似 町の ヒメクロオサム シとい

う黒 い目立たないオサム シが、北海道の他地域 の

もので はな く、本州 の八 甲田山や八 幡平の ヒメク

ロオサム シ とミトコン ドリアのDNA解 析 によっ

てよ り近縁 である ことが判明 してい る(Suほ か,

2000)。 飛べ ないオサム シであ りなが ら、本州北部

と襟裳 岬の先端 との間で、なん らかの形で遺伝的

交流 がなされ ていた こ とが推察 され る。

難 、なくなってしまった融
3.1草 原性 昆虫の減少

北海道 の昆虫 でいな くなって しまった種 を考 え

てみ ると、やは り最 も判 りやすい要因 は、生息地

の消失 である。草原 とい う環境 は、 自然 にまかせ

てお くと森林 に変化 して くる環境で ある。以 前 は、

川が氾濫 した り、火山の噴火 で溶岩が流れ出 した

注2分 子系統:生 物の進化に伴 う種の系統分化の解明は、従来種の形態や発生などの比較 に基づいていた。 しかし、近年遺伝
子解析が容易になったことか ら、生物の蛋白質のア ミノ酸配列や遺伝子の塩基配列など分子レベルでの

系統解析 により生物の系統分化(進 化過程)が よ り直接的にわかって きている。
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りして、 その撹乱の後 に草原環境が一定確 率で存

在 していた のだが…。近年、川 の河道の固定化や

火山周辺 の泥流堤の構築 な ど土地利用の固定化 が

進 み、草原が どん どん減少 して きてお り、現在の

日本 で最 も減少 してい る環境 の一 つに草原環境 が

あげ られる。

アサマシジ ミというオスが空色 を した草原 に発

生す る美 しいシジ ミチ ョウがい る(図4)。 羊ケ丘

にあ る森林総合研究所の標本庫 に保管 され ていた

蝶 コレクシ ョンを調べた際 に、古 びたラベル に「札

幌石山、1916年7月9日 」と記載 のあるアサマ シ

ジ ミの1頭 を見 つけ出 した(図5、 堀,2008)。 自

分が札 幌で生 まれた頃 には既 に市 内か らは絶滅 し

ていた蝶 で、 もう札幌市内 を探 して も見 る ことが

で きない蝶 なのである。幼虫がナ ンテ ンハ ギ とい

うマ メ科植物 を食べ て育つ蝶で、草原 の消失や環

境変化で消 えた虫 の一つだ!古 くはイブ リシジ

ミと呼 ばれ、石狩低 地帯(注3)周辺 に も広 く生息 し

ていた草原性 のチ ョウだが、 この地域 の最大 の産

地 だった千歳の草 原が新千歳空港の拡張工事 で壊

滅 し、石狩低地帯周辺 ではほぼ絶滅 して しまって、

今 は これ らのエ リアでは見 る ことがで きない。道

内では十勝、網走 、根室地方 な どに僅か に産地 が

残 されているが、 どの地域 も減少 して きてい るよ

うで、近年 その保護 の機運 が高 まって きてい る。

3.2水 辺環境の変化

ゲ ンゴ ロウ見た こ とあ りますか?日 本 に は

138種 、北海道 には56種 のゲ ンゴロウが生息 して

い る。 ゲ ンゴロウ とい うと暖かい地方が多い よう

に思 えるが、北方系の種類 も多 く、北海道 には、

小 は2mm前 後 のチ ビゲ ンゴロウか ら大 は4cm

近 くにな るゲ ンゴロウ(ナ ミゲ ンゴロウ)ま で様 々

な大 きさの種が生息 してい る(図6)。 ちなみに、

野幌森林公 園か らは21種 のゲ ンゴ ロウを確認 し

てい る(堀,2002)。

水辺 に棲 息す る昆虫 は、減少著 しい種 が多 く、

北海道 レッ ドデータブ ック2001(北 海道,2001)

には、 ヒゲブ トコツブゲンゴロウ、キボ シケシゲ

ンゴロウ、ア ンガスナガケシゲ ンゴロウ、サロベ

ツナガケシゲ ンゴロウ、 ワタナベナガケ シゲ ンゴ

ロウ、 ラウスナガケ シゲ ンゴロウ、 キタマダラチ

ビゲ ンゴロウ、ア ラメケシゲ ンゴロウ、キボ シツ

ブゲ ンゴロウ、 ダイセツマメゲンゴロウ、オオク

ロマメゲンゴロウ、.4、gαろπs6go、 ヒラタヒメゲ ン

ゴロウ、 キタ ヒメゲ ンゴロ ウ、ゲ ンゴロウ、ハイ

イ ロゲ ンゴロウ、 カラフ トマルガタゲ ンゴロウ、

シマ ゲ ン ゴ ロウ の18種 の ゲ ンゴ ロ ウが希 少種

(R)と して掲載 されて いる。では、 なぜゲ ンゴロ

図41980年 代に早来町で撮影 したアサマシジ ミ

図5札 幌石山のラベルのアサマシジミ標本(開 長

29mm)

図6北 海道で見られる最大のゲ ンゴ

ロウ(左=39mm)と チ ビゲ ン

ゴロウ(右 二2mm)

注3石 狩低地帯:北 海道中央部 と西南部を画する札幌から苫小牧に至る低地帯。地形的にも地質構造的にも重要な境

界で、第四紀(今 から約260万 年前までの地質時代)に は海水準の変動により陸域 ・海域を繰 り返した。
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ウがいな くなったのだ ろうか?大 型のいわゆ る

ゲ ンゴロウの減少要因か ら考 えて見 よう。

・平地 に水草の豊富な池 がな くなった。ゲ ンゴロ

ウは低地の深みのあ る池 に棲 んでい る。産卵 は

水草の茎 に、蝋化 は土 の中で行 い、池 の周囲が

コンク リで固め られ た り、水草が無 い池 では棲

めな くな る。

・周囲 に供給源 となる豊富なゲ ンゴロウ発生地が

な くなった。ゲ ンゴロウは後翅 が発達 していて、

条件 の良 い池 を飛んで移 動 しなが ら暮 らしてい

る。 そ うい う複数の移動 で きる池が周囲 に必 要

なのだ。

・コイな どの大型魚類 に捕食 され て絶滅
。ゲ ンゴ

ロ ウに限 らず トンボ の幼 虫 のヤ ゴな ども同様

で、 コイが放 流 される とその池の昆虫類 は激減

す る。動 くモノは何で も食べ るので、生 き残 る

の は難 しい。 もし、生 き残れ るとすれば、 コイ

が入って来 られない浅瀬の水草 が密 な湿地環境

が その池 にあれ ば、 そこで細 々 と生 き残 る場合

もあ るが、普通の人工的な池 であれ ば、 ほぼ壊

滅 して しまう。

3.3ア ス ファル ト道路網の発達

生息地 は残 っていて も減少 してい る昆虫 の例 を

紹介す る。初 夏か ら夏 にか けて、路傍 の花 に集 ま

るハ ナカ ミキ リを知 っているだ ろうか?(図7)

決 して以 前は珍 しい昆虫で はなかったが、近年か

な りのス ピー ドで減少 して きている ように感 じて

い る。幼虫期 は枯れた木材 や、湿気 のある土壌 で

植物 の根部 を食べて育 つグループだ。 カ ミキ リム

シに興味持 っていた先人達 は、 口を揃 えて「昔は、

道路脇のオオハナウ ドや オニ シモ ツケ に真 っ黒 に

なるほ ど多数の種類 のハ ナカ ミキ リ類 が鈴 な りに

集 まっていた ものだ」 と言 う。 しか し、現在 の北

海道内で は、かな り自然環境が残 されているよ う

なエ リアで もその ような光景 にはなかなか出会 え

ない。自分 の経験で は、20年 近 く前 ではあるが南

樺太 に入 った時 に、林道脇 のオニ シモツケの花 に、

それ こそ白い花が黒 く見 えるほ ど多数 のハナ カ ミ

キ リが花 に集 まってい るの を見 た。 その時のサハ

リンは、市街地だ けはか ろうじて舗装 されていた

が、地方へ の道 は砂利道 ばか りで、戦前の 日本 の

山村光景が残 されてい るようであった。そこには、

路傍 の花 に変わ らず多数 のハ ナカ ミキ リが集 まっ

ている状況が残 されていたので ある。道路 がで き

る と、何故虫が減 るのだろ う?ロ ー ドキル と称

され る、車 に虫 がぶつかった り礫かれた りして死

ぬこ ともあ るだろ うが、 それだ けでそ こまで の減

少 にはな らない と思 う。道路 に付 けられる街路灯

に誘 引 される夜行性昆虫 もい るだろ う。 しか し、

ハナカ ミキ リ類 は昼行性 の昆虫 で誘引 されない。
一番考 え られ るの は

、森林 な どの環境の分断化 に

より、森 の中へ風 が吹 き込 むよ うになることとア

スフ ァル ト道路が夏に高温 になるこ とが森 の乾燥

化 を もた らしてい る原因 なので はないか と推測 し

ている。 また、敷 かれるアスファル ト自体 の化学

成分的な影響 もあるのか も知れない。

3.4薬 剤の影響

ダイ コクコガネ とい う糞虫 を ご存知だ ろうか?

(図8)実 は、北海道 か ら九州 まで分布す る大型

のコガネム シで、北海道 では主 に南西部 に分布 し

ている(図9)。 牛糞 や馬糞 を地面 に埋 めて、糞球

をつ くって子育 てをするコガネム シとして有名。

以前 は、あち こちの牧場で普通 に見 つかったが、

近年急速 にその姿 を消 して きてい る。各県 のレッ

図7セ リ科の花に集 まる昆虫
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図8ダ イコクコガネの大型♂(32mm)

図9ダ イコクコガネの道内記録のある市町村

この薬剤 は、 日本で発見 されアメ リカで開発 され

たメ リアル社 の駆虫薬で、夢 の新薬 として人か ら

植物 、ペ ッ ト、家畜 に至 るまで、今 まで寄生虫 に

悩 まされていた多 く場面で活躍 している。さ らに、

牛馬用で背骨 に沿 って薬剤 をか けるだけで有効 な

薬剤 も販売 されていて、皮膚か ら吸収 され た薬剤

は、線 虫か らダニや シラ ミなど、体 内外 の寄生虫

を駆除 した後 、体 内に蓄積せず糞尿 と一緒 に成分

が排泄 され る(図10)。 ただ し、糞尿 に含 まれた薬
そう し し ょう

剤 はその後 も残 り、糞 を餌 としてい る双翅 目や鞘
し

翅 目などの昆虫に影響 を与 えてい ることが判明 し

てきた。 日本 国内のダイコクコガネの減少 もこの

薬剤 の影響が疑 われている(堀,2005)。 近年、北

海道 内の食糞性 コガネムシを材料 に、 この薬剤 の

影 響 を調 べた論 文 が発 表 された(Iwasaほ か,

2007)。 それに よる と、イベ ルメクチ ンを含んだ糞
ρ を食 べた北海道産の コエ ンマコガネは羽化率が低

下 し、 ダイコクコガネ とゴホ ンダイコクコガネの

成虫 が死亡 した とい う、 まことにシ ョッキングな

内容 である。

ドデータブ ックを見てみ ると、多 くの都府県で絶

滅 とか絶滅危惧 とい う扱 いになっていて、北海道

で も希少種 にランクされてい る。 この糞虫の減少

原因の一 つに、 イベルメ クチ ン(ivermectin)と い

う、薬剤 が関わ っているこ とが近年判明 してきた。

難 北海道に侵入した外来生物の羅
4.1北 海道 に侵入 した外来甲虫

昆虫の中 には有性生殖せずメスだ けで子孫 を残

せ る種がい る。 そ うい う種類 は、1頭 偶然紛れ込

んで新 しい土地 に入 りこんだだ けで繁殖 で きるた

め、侵入昆虫 として定着 しやすい。キ ンケクチブ

トゾウム シ とい う1cmほ どの甲虫が その タイプ

である(図11)。1980年 に静 岡県の シクラメ ンで

発生 した のが国内の初確認 で、 その後全国 に広 が

り、現在で は、北海道 内の広 い地域 に侵入定着 し

て きている。2003年 に、函館市 のク リスマスイベ

寄生虫を駆除

糞尿といっしょに
薬剤を排出

図10イ ベルメクチンの経路
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図11♀ だけで単為生殖するキンケクチブ トゾウム

シ

ン トで姉妹都市 のカナダ ・ハ リファンクス市か ら

寄贈 されたシンボル ツ リーのモ ミの木 に この ゾウ

ム シが着 いているのが コンテナ内で確認 され、輸

入 植物検 疫規 定 によって焼 却処分 された こ とが

ニ ュースに流れていた。 もうその時点で は、苫小

牧 市の港周 辺 は この ゾウム シが 蔓延 していた の

で、 なん とも複雑 な気持 ちで そのニ ュース を見 た

記憶があ る。

同 じ くゾウム シでヨー ロッパ原産 のオオタコゾ

ウム シとい う種が、日本 では1978年 に横 浜で、北

海道 で は道南 の松前 町 のパ ーク ゴル フ場 で2002

年 に初確認 された。2004年 には江別市野幌森林公

園で確認 された(堀,2005)。 この種 は、クローバー

を食 べていて、恐 ら く、公 園やパー クゴル フ場等

で使われ る芝の ロールに、生 きた まま包 まれて全

道 に広 まった と推測 され、 レジャースポー ツの流

行が侵入昆虫の拡散 を手助 けした ようであ る。

海外か らで はな く国 内か らの侵入種 も北海道で

は多い。カブ トムシ も北海道の最 も有名 な国内外

来種 となっている(堀,2007b)。 古 い記録 もある

が、道 内に定着 したの は1970年 代 に入 ってか ら と

考 えられている。 その後 、道北や道東 の林業地帯

や酪農地帯でつ くられ るバ ーク堆肥や キノコ栽培

のおが屑残渣 など、冬場 も発酵熱の ある人工 的な

環境で増 えっづ けて きたが、近年 は札 幌な どの都

市周辺で も普通 に見 られ るよ うにな り、 自然状態

で落 ち葉溜 ま りや朽 ち木 の下 などで越冬繁殖 しは

じめてい る。現段階で は在来の クワガタムシやハ

ナムグ リ類 な どへの影響 は明 らかになっていない

が、樹液 な どでは既 にカ ブ トム シに占拠 されて、

在来種が その餌 にあ りつ けない ような状況 も生 じ

て きているようであ る。

4.2セ イヨウオオマル八ナバチ侵入の影響

現在、昆虫類の外来種で最 も注目されているの

が、特定外来生物 に指定 されているセイヨウオオ

マルハ ナバ チだ ろう。マルハ ナバ チ類 は種類 毎 に

舌 の長 さが違 っていて、その土地土地 に生 える野

生植物 の蜜線の深 さに適応 していて、種毎 に好 む

花が決 まってお り、吸蜜 しなが ら花か ら花 へ花粉

を運 ぶ(図12)。 セイ ヨウオオマルハ ナバ チは、

ヨー ロッパ原産 で ビニルハ ウスの トマ トの受粉用

に有用昆虫 として導入 された昆虫だが、舌 は短 い

タイプのマルハ ナバ チで、蜜線 の深 い植物 だ と、

正面か らだ と舌 が届かず、盗蜜 と言って花 の横か

ら穴 を開 けて蜜 だけを盗 る行動 が知 られている。

盗蜜 された植物 は、蜜だ けもっていかれて花粉 を

運んで もらえな くなるため、結実 に影響が出 る と

考え られる。1996年 には日高で野外 に逃 げ出 して

造 られた自然巣が発見 された。現在で は、道 内殆

どの地域 に広が って きていて、根室半島や野付半

島の限 られた地域 に局所 的に生息 して いるノサ ッ

プマルハ ナバチへの影響や、在来マルハナバ チ と

の競合、遺伝 的撹乱、 そ して、多 くの草花 の受粉

結実への影響 が懸念 され ている(石 川,2009)。

4.3ア ライグマが与える昆虫群集への影響

昆虫ではないが、外来種 としてアライグマの昆

虫へ与 える影響 も少な くない と考 え られ る。ア ラ

イグマの消化管内容 物の調査 で、多 くの昆虫が確

認 された(堀 ・的場,2001)。 その顔ぶれ は多彩 で、

空 を飛 び回 る トンボ、水 中に暮 らすヤ ゴやゲ ンゴ

ロウ、 そ して地面 を歩 き回るオサム シな ど、様々

な環境 で昆虫 類 を捕食 してい る姿が浮 き彫 りに

なった。その中で も、注意 したいのが、 アライグ

マがスズメバチ類 の巣 を好んで捕食 している こと

であ る。 アライグマの消化 管か ら、複数種 のスズ

メバ チの成虫、幼虫、巣材 が出て くる ことか ら、

学習 したアライグマ はかな り狙 ってスズ メバチの

巣 を襲 っているこ とが伺 える。 スズメバチ類 は、

自然界 の生態系の中で捕食者 としてかな り重 要な

図12舌 の長い トラマルハナバチ(左)と 短い

セイヨウオオマルハナバチ(右)
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位置 を占め るキース トー ン種(注4)の昆虫 と考 えら

れ、それ らの個体 数の増減 は生態系へ の影響が大

きい と考 え られ る。 また、地表性 甲虫 の捕食頻度

も高 く、大形 のエ ゾマイマイカブ リやオオル リオ

サム シは選択的 に食べ られてい る傾 向が あ り、孤

立林 な どの飛べ ないオサム シ個体群 では、捕食 に

よる影響 が出て くる可能性 があ る。

難 おわりに
北海 道の昆虫相 は、本州以南 とはまた別 の顔 を

持 ってお り、その姿 が近年急速 に変化 しつつある。

特 に昆虫相 の多様性 を維持す るため に注意 したい

のは、河 口環境 の保全、草原環境の消失、森林 の

分断化 と乾燥化 、そ して外来種の侵入 と考 えてい

る。地域の生物相 が出来上が るには、何十万年、

何百万年、 あるい はそれ以上 の非常 に永い地史 的

な年月 を経て形成 された ものである。 しか し、そ

れが崩壊す るの はた った1頭 の外か ら持 ち込んだ

昆虫 を放す ことでお こ りうることを、多 くの方々

に知 って もらいたい。

引用文献

Assing,V.andMaruyama,M.(2002)Newintertidal

Oxypodini(Coleoptera,Staphylinidae,Aleochar-

inae)fromtheEasternPalearcticregion.Spec.

Bul1.JPn.Soc.Coleopterol.,5,209-220.

北 海 道(2001)北 海 道 の希 少野生生物 北海道 レッ ド

デー タブ ック2001.309pp.北 海 道.

堀 繁久(2001)日 本 本土 か ら初記録 のオオ チ シマ ホソ

シデム シ(和 名 新称).月 刊 む し,367,5-7.

堀 繁 久(2005)口 本 産 ダイコ クコガ ネ属 の現況.昆 虫 と

自然,521,6-9.

堀 繁 久(2002)野 幌 森林公 園のゲ ンゴロ ウ相.北 海道 開

拓 記念館紀 要,30,1-12.

堀 繁 久(2003)北 海 道 に侵入 した オオ タコ ゾウム シ.

jezoellsis(北 海 道 昆虫同好会会 誌),29,71-72.

堀 繁 久(2005)野 幌 森 林 公 園 へ侵 入 した外 来 昆 虫.

jezoensis(北 海 道 昆虫 同好会 会誌),31,65-68.

堀 繁 久(2006)釧 路 湿原 か ら見つか ったキ タキイロネ

クイハム シ.月 刊 む し,422,10-12.

堀 繁 久(2007a)ブ ラ キス トン線 の意義 を考 える ⑤ 昆

虫.faura,18,28-29.

堀 繁 久(2007b)北 海 道 のカブ トム シは 「国 内外 来種」.

faura,18,29.

堀 繁 久(2008)桑 山 コレクシ ョンに含 まれていた北海

道 産 の チ ョウ類.jezoensis(北 海 道 昆 虫 同好 会 会

言志),34,3-18.

堀 繁 久 ・的 場 洋 平(2001)移 入 種 ア ラ イ グ マ が 捕 食 し

て い た 節 足 動 物.北 海 道 開 拓 記 念 館 紀 要,29,67-76.

Imura,Y.(2003)A:nIsolatedpopulationof

lZO辮0600αzα ろz4s〃2α6α ア2げ(9γ(Coleoptera,Car-

abidae)discoveredfromaPalsaBogonthe

Daisetsu-zanMountainsinHokkaido,Northeast

Japan.Elytra(口 本 鞘 翅 学 会 会 誌),31(2),439-445.

Imura,Y.(2004)Discoveryof飾zη ガ6αzαろz4s辮 α一

〇16碗(Coleoptera,Carabidae)fromthealpaine

zoneoftheislandofRishiri-to,NortheastJapan.

Elytra(口 本 鞘 翅 学 会 会 誌),32(2),235-246.

Imura,Y.(2007)OnthetypespecimenofCン6〃 π∫

アηoz召ωノ如Gehin(Coleoptera,Carabidae),with

descriptionofanewsubspeciesfromthe

southernmostpartoftheHidkaMountainsin

Hokkaido,NorthernJapan.Elytra(日 本 鞘 翅 学

会 会 誌),35(1),9-14.

石 川 聖 江(2009)野 付 半 島 や 道 東 の 自 然 公 園 で の 緊 急

課 題1セ イ ヨ ウ オ オ マ ル ハ ナ バ チ の 侵 入.北 海 道

の 自 然,47,86-89.

Iwasa,M.,Maruo,T.,Ueda,M.andYamashita,N.

(2007)Adverseeffectsofivermectinonthedung

beetles,Cα060ろ 伽sブ θsso6πsJsHarold,andrare

species,Co卿80漉z4∫MotschulskyandCψ γガ∫

α6π7読 η∫Motschulsky(Coleoptera:Scar-

abaeidae)inJapan.Bul1.Ent.Res.,97,619-625.

松 本 英 明 ・森 田 誠 司 ・松 本 俊 信(1981)豪 雨 に よ る 河

川 増 水 後 の 海 岸 域 で 採 集 さ れ た オ サ ム シ 科 甲 虫.さ

や ば ね,7,!-16.

Morita,S.(2002)Anewル 勧 塑 α〃oろπ∫(Coleoptera,

Carabidae)fromCentralHokkaido,North

Japan.Elytra(日 本 鞘 翅 学 会 会 誌),30(2),290293.

Su,Z.一H.,Tominaga,0.,Saito,S.,Kim,C.一G.and

Osawa,S.(2000)PhylogenyofToηzo6αzα ゐπs

oプ)ごzα〃πs(Coleoptra,Carabidae)asdeducedfrorn

MitochondrialND5GeneSequences.Elytra(日

本 鞘 翅 学 会 会 誌),28(1),13-20.

Watanabe,Y.(2004)Aremarkablenewspeciesof

thegenus!匠16γ0!)4)1z4s(ColeoPtera,Sta-

phylinidae)fromHokkaido,NortheastJapan.

Elytra(日 本 鞘 翅 学 会 会 誌),32(1),79-84.

Zamotajlov,A.andMorita,S.(200!)Anewspecies

oftheGerlusル1加 ∬)α〃oろzゼ∫(Coleoptera,Car-

abidae)fromNorthJapan.Elytra(日 本 鞘 翅 学 会

会 誌),29(1),227-231.

馨 堀 繁 久(ほ り しげひさ)

驚叢総欝鱒灘繋無諜ぎ蕪
撫 犠 薪 黙 鷲 欝 会)・晦 コガネムシ上科図謝

注4キ ース トー ン種:鍵 種。生態系において、個体数が少 なくて も生態系に大 きな影響を及ぼす種。たとえば、キツ

ツキがいな くなると、自ら樹木の幹 に孔 を作れない鳥類(フ クロウ)や 哺乳類(コ ウモ リ ・ムササビ)な どはい

な くなり、生態系が変化する。
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